
若者支援、いまむかし～無関心社会の罪・漂流する子どもたち
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【背景】
2021年に生理の貧困がニュースになった事をきっかけに、一般社団法人JOYでは先行支援として、生理用
品の無料配布を入り口に困っている人達の支援やサポートをしている。公共施設や学校等に生理用品の設
置をする事で、気軽に相談できる環境を作りLINEやSNSでのリアルな相談に繋げている。従来の相談は、
対面がメインであり名前や性別、年齢等事細かに最初から言わなければならない。子ども達は相談したくて
も相談した事が、他人に知られてしまうのではないか？学校や保護者に連絡がいくのではないかと悩み相
談が出来ないのが現実です。
【目的】
最初の相談を子ども達がしやすくする為に私達は、SNS等に分かりやすく写真を載せている。そうする事で
この人なら相談しても大丈夫かもしれない。と思ってもらう事ができます。
【方法】
生理用品が何らかの理由で手に入らない子ども達は、その他の問題が背景に隠れている。例えばネグレク
トやひとり親家庭。高校生になると保護者に働いて自活するように促される。高校生が働きながら学校に行
くとなると、稼げる金額は少なく、毎日のご飯もまともに食べられない子ども達がいる。辛い心の隙間をイン
ターネットの中で埋めようとしたり、会った事もない優しくしてくれる大人について行ってしまう傾向がある。
【結果】
実際に生理用品をトイレに設置している中学校の養護教諭が年度末に子ども達に対してアンケートを取っ
たところ、設置の生理用品を使った理由で、「家で準備できないとき」が２年前は全校で６人だったのが、
今回は3年生だけで11人に増えていた。学校でのアンケートで答えられない子ども達が居ることを想定する
と、もう少し困っている子が多いだろう。学校に来れている子でも家庭では生理用品の使い方の説明がされ
なかったり、生理がくる事自体を汚らわしいと言われ話をする事が出来ない子もいる。若者はどんなに困っ
ていても、困り事の相談としてリアルに知っている人に助けを求める事が難しい。SNSの中で「学校に行き
たくない」「親に怒られた」「家出をしたい、死にたい」など、悩みを書く事が多い。多くの加害者はSNSなど
の交流で信頼を獲得してから犯行におよんでいる。親切なふりをして悩みを聞き、相談に乗って信頼を得る
パターンが多いのだ。
【考察】
函館では、事前に子ども達と関わる場所や団体と連携している。連携していると、様々な角度から子ども達
の困り事が見えてくる。そして支援できる幅が広がる。年齢的に幼い子どもになればなるほど知識に乏しく、
被害にあった後も自分は被害者であると気づかない事が多い。また相手を信頼していればいるほど、理解
者である大切な存在を失うことを恐れ、言いなりになってしまいがちだ。子どもだけでは真に親切な人と真
意を隠して近づいてくる悪い大人の違いを見抜くことは難しいだろう。
【結語】
子ども達を守る為にも、今子ども達が何を求めて、何でコミュニケーションを取っているのか、私達大人が
アップデートする必要がある。
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成長曲線を用いた児童・生徒等の健康管理と成長障害の早期発見
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　小児の最大の特徴は日々成長発達していることであり、身長や体重の変化である成長は、栄養状態や思

春期発来の時期、成育環境、疾病の有無や重症度等によって修飾される。我が国では、学校保健安全法が

定める児童・生徒の健康診断によって、全ての児童生徒に毎年、身長・体重測定と肥満度を用いた体格評

価が行われている。

　平成26年4月に発せられた文科省通知（26文科ス第96号）によって、平成28年度から、健診項目から座高

と寄生虫検査を削除し、代わりに「身長曲線・体重曲線等を積極的に活用すること」が明記された。成長曲

線を用いた発育評価は、肥満や痩せばかりでなく、低身長や高身長、思春期発来の異常をきたす様々な疾

病の早期発見につながるばかりでなく、成長曲線の異常から、いじめや虐待が発見される例もある。更に、

特定期間の成長曲線が基準線に沿っていれば、その期間の成長には問題がなかったことを証明できるため、

成長曲線を用いた成長の評価や健康管理は極めて重要で、全ての児童・生徒に成長曲線を用いた成長評

価と健康管理を行うのが理想である。しかし、文科省通知は努力義務であり、成長曲線を描くことには一定

の労力を要するため、教員不足や教員の業務量削減などの理由から十分に行われていないのが現状である。

この様な現状を鑑み、（公財）日本学校保健会の成長曲線普及推進委員会および、成長曲線に基づく児童

生徒等の健康管理モデル地区プロジェクト推進委員会（PJT推進委員会）では、成長曲線を用いた児童・

生徒等の健康管理推進活動を行なっている。

　この教育講演では、演者が委員長を務めるPJT推進委員会の活動内容を紹介するとともに、成長曲線や

肥満度曲線の自動作成や成長異常が疑われる者の自動抽出を行うことができる「子供の健康プログラム」

の紹介、及び「子供の健康プログラム」を用いた児童・生徒の健康管理の実際を紹介したい。

　現在、国策となっている医療・保健分野のDX推進は、成長曲線を用いた児童・生徒の健康管理を容易に

することが予測される。今後は、DXの活用によって全ての児童・生徒の成長曲線が描かれ、教育現場と医

療施設を繋ぎ、子ども達の健康を守るための重要なツールとして活用されることを期待したい。
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